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主
と
し
て
永
野
賢
氏
の
御
見
解
に
関
連
し
て、
私
感
を
述
べ
て
み
た
い。

ω
「
雨
が
降っ
て
い
る。」
と
い
う
文
に
は
題
目
は
な
い
け
れ
ど、
雨
が
降
っ

て
い
る
と
い
う
現
象
そ
の
も
の
が
題
目
な
の
で
あ
る。
し
た
が
っ
て
文
全
体
が

題
目
で
あ
り、
同
時
に
叙
述
で
も
あ
る。
乙
れ
は
直
観
に
よ
っ
て、
一
つ
の
全

体
と
し
て
指
示
的
に
認
識
さ
れ
て
成
立
し
た
文
で、
「
火
事
!」
「
痛
い
!」
と

い
う
よ
う
な一
語
文
と
同
じ
と
見
る
ζ
と
が
で
き
る。
一
詩
文
で
は
題
目
却
叙

述、
叙
述
即
題
目
で、
両
者一
休
で
あ
る。
有
題
文
が
判
断
文
で
あ
る
の
に
対

し、
無
題
文
は一
語
的
指
示
文
で
あ
る
と
い
え
よ
う。

仰

し
か
し、
ζ
の
「
雨
が
降
っ
て
い
る
よ
と
い
う一
つ
の
全
体
は
内
部
構

造
と
し
て
は
「
雨
が」
と
「
降っ
て
い
る」
の
二
部
分
よ
り
成
り、
乙
の
二
つ

は
題
目
と
叙
述
の
関
係
に
あ
る。
「
私
が
行
き
ま
す。」
と
い
う
型
の
文
の
方

が
説
明
し
や
す
い
の
で
(
と
の
理
由
は
削
多
照)
乙
れ
に
よ
る
乙
と
に
す
る

が、
乙
の
文
で
は、
だ
れ
が
行
く
か、
つ
ま
り
「
行
き
ま
す」
が
問
い
(
題

目)
と
し
て
先
に
存
在
し、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
(
叙
述)
と
し
て
「
私
が」

を
選
ん
で
つ
け
た
の
で
あ
る。
有
題
文
と
対
比
す
る
と、
次
の
よ
う
に
な
る。

私
ハ
(
問
い)

||
行
き
ま
す。
(
答
え)

私
ガ
(
答
え)

||
行
き
ま
す。
(
問
い)

有
題
文
が
成
立
順
に
表
現
す
る
の
に
対
し
て、
無
題
文
は
成
立
と
は
逆
の
順

に
表
現
す
る。
有
題
文
は
部
分
を
合
わ
せ
て
全
体
を
つ
く
る
結
合
文
で
あ
り、

無
題
文
は一
つ
の
全
体
で
あ
っ
た
も
の
を
部
分
に
分
け
る
分
析
文
で
あ
る。

ω
「
雨
が
降っ
て
い
る
よ
で
「
雨
が」
答
え
で
あ
る
と
す
れ
ば、
無
題
文
は

骨

骨

と
で
も
い
う
べ
き
表
現
で
あ
る。
乙
れ
は
答え
の
方
を
題
目
の
よ
う
に
先

に
述
べ
る
強
調
表
現
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

ω

月
が
出
た。
(
甲)

私
が
行
き
ま
す。
(
乙)

乙
は
「
行
く
の
ハ
私
で
す。」
と
転
位
で
き
る
が、
甲
を
「
出
た
の
ハ
月
だ。」

と
転
位
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
(
話
の
場
に
よ
っ
て
は
転
位
で
き
る
場
合
も
あ

注
1

注
2

る
が)。
と
の
二
型
を
大

野皿田
氏
は
甲
型・
乙
型、
三
上
章
氏
は
無
題
・
陰
題、

舟+A
qu

久
野
埠
氏
は
叙
述・
総
記
と
区
別
式』
れ
た。
私
は
甲
型
は
乙
型
の
特
殊
な
も
の

と
考
え
る。
元
来
「
A
が
B
だ」
で
は、
聞
い
で
あ
る
「
B
だ」
に
対
し
て、

答
え
と
し
て
多
く
の
中
か
ら
A一
つ
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
が、
甲
型
で
は
答

え
は
最
初
か
ら
A一
つ
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

乙
型
は
文
全
体
と
し
て
は
無
題
で
あ
る
が、
内
部
構
造
と
し
て
は
有
題
の
変

形
と
考
え
ら
れ
る。
甲
型
も
特
殊
性
は
あ
る
が
乙
型
に
包
含
さ
れ
よ
う。
し
た

が
っ
て
無
題
文
(
現
象
文)
も
無意
識
下
に
判
断
を
蔵
し
て
い
る
乙
と
に
な

海命a-

a当
る。同

情
報
の
新
旧
を
ガ
と
ハ
で
表
わ
す
乙
と
に
つ
い
て
は、
「
お
じ
い
さ
ん
と

お
ば
あ
さ
ん
が:::」
に
つ
づ
く
「
お
じ
い
さ
ん
ハ
:::、
お
ば
あ
さ
ん
ハ

・
・:」
h

で
は
よ
い
と
し
て、
以
下
に
ガ
が
出
て
き
た
場
合
の
説
明
に
困
る
こ

と
に
な
る。
と
の
情
報
の
新
旧
は
本
来
は一
つ
の
文
の
中
の
乙
と
で
あ
る。
す

な
わ
ち
題
目
(
聞
い)
は
既
定
の
も
の
と
し
て
古
く、
叙
述
(
答
え)
は
未
定

の
も
の
と
し
て
新
し
い。

私
ガ
(
新)

ll
行
き
ま
す。
(
旧)

私
ハ
(
旧)

||
行
き
ま
す。
(
新)

乙
れ
を
文
章
に
適
用
し
て
も、
連
文
の
域
に
と
ど
ま
り
文
章
全
体
を
お
お
う

乙
と
は
で
き
な
い。
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し
か
し
語、
文、
文
章
は
そ
の
性
質
や
構
成
(
構
造)
を
同
じ
く
し
て
い

て、
一
貫
す
る
共
通
の
原
理
が
あ
る
と
い
う
仮
説
は
捨
て
が
た
い。

作
品(
文

内2
po

章)
に
文
と
同
じ
有
題
型
と
無
題
型
が
考
え
ら
れ
る
の
も
そ
の一
例
だ。
字
宙

の
構
造
が
原
子
の
構
造
と
似
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る。
新
た
な
視
点
を
導

入
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
乙
の
共
通
の
法
則
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
あ
る

べ
き
だ
と
思
う。
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注
1

大
野
晋
「
助
詞
ハ
と
ガ
の
機
能
に
つ
い
て」
(「
文
学」

月)

注
2

三
上
意
「
新
訂
現
代
語
法
序
説」
(
昭
和
三
十
四
年

万
江
容
院)

注
3

久
野
略
「
日
本
文
法
研
究」
(一
九
七
三
年

大
修
館
舎
庖)

注
4

拙
稿
「
有
題
・
無
題
を
め
ぐ
っ

て」
(「
月
刊
文
法」
昭
和
四
十
六
年一

月)

注
5

尾
上
宝
介
「
文
法
(
理
論・
現
代)」
(「
国
語
学」
問
昭
和
五
十
九
年

六
月)

注
6

拙
稿
「
同
前」

一
九
七
五
年
九

||
元
大
阪
市
立
高
校
教
諭

||

(
昭
和
六
十
年一
月
二
十一
日

受
理)




